



























に女房、侍女を冠した外山敦子氏の『源氏物語の老女房』 （新典社、平成十七年）や古田正幸氏の『平安物語における侍女 研究』 （笠間書院、平成二十六年） 、千野裕子氏の『女房たち 王朝物語論
 










































































































































































































































































経済的精神的支えを失った俊陰女は、 「心と身を沈め」た状態 ある上に「一人 使ひ人も残らず」とただ独り邸に取り残されていた。それだけではなく、屋や戸、簀子など住空間を剥ぎ取られた俊陰女は、 「野のやう」になり、ようやく「乳母の使ひける従者」を呼び寄せて使役するのであった。独り残され 俊陰女は、精神的なも から物質的なものまで剥ぎ取られていくことが語られる。 こうした姫君の極限状態を語る中で、俊陰女は「乳母の使ひける従者 、下屋に曹司してありけるをぞ、呼び使ひ





































































































二日条では、 「於後涼殿馬道 、夜部女方従者女 髪被切」と女方（＝女房）の女従者が夜に髪を切られ と う事件を記している
（注
14）。馬道の下に女従者がいたとい
うことは、廂に上がることを許されていない下人 あろう。また、長和二年 一〇一三）十二月二十四日条では、 「中宮少進藤原惟信被突十七所、従者男即死了」と藤原惟信が十七箇所に刀傷を負いその翌日に亡くなったことが記さ る 、 従者 男は即死だったらしい。主人を守ろうとした従者は、その場で致命傷を負って命を落としたと想像される。 『小右記』長元四年（一〇三一年）七月二十日条 は「為資朝臣傅小一条院仰云、院牛付従者与家牛童従者闘乱」 小 条院の牛付きの従者と藤原実資の牛童の従者が乱闘し ことが記されている。実資は、 『小右記』に ばしば小一条院の従者の暴力沙汰を記 ており、 そうした行動 延いては主 である小一条院の凶悪さと残忍さにも繋がっていく
（注
15）。 『小右記』に記される従者を見ていると、盗みや

































































































から露見することを危惧し、 「心も知らぬ」 「大夫 従者」が選び出される
（注
18）。ここ
での「心」は情趣などではな 二人の深い事情と解すべき ろう。 の主人で
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場や態度、作中人物との距離感を読み解くことが可能である。 『源氏物語』の語り手は、人物呼称には大変慎重な姿勢を示している。たとえば 物語の中心人 であ 光源氏の呼称について 、世人や高麗人の命名だとす が、桐壺巻末の人物呼称に関しては「とぞ言ひ伝へたる」 「となむ」 あるように、 「光る君」に対し語り手は自身命名によるものではないと間接的に語ることで、 さえも支配できない光源氏の存在を立ち上げる ある。物語世界と り手の距離のとり方は、様々な表現によって示されるが、桐壺巻末 ような物語内世界に語り手を閉じ込めな りの方法 、語り手と〈読者〉の共感覚を生み出す の方法 言えよう。
 
さて、 『源氏物語』の人物呼称は、先行する 語が、 「さるきのみやつこ、あべのみ














名を知らないことが「心の中の隔て」 （一六三頁）であり、 「いとむくつけし」 （一六二頁）と感じたからだと言う。 「むくつけし」は、 「ゆゆし」と同種のこの世ならざるものへの畏れやそうした存在を誘引する心情表現である
（注
25）。名を知ることができ




き寄せられるかのように絶命してしまう。実際、夕顔がなぜ絶命した かは語られていないが、光源氏が女の名と存在を支配できなかった（物語空間をも光源氏 支配できなかった）ことが、別 モノ 支配されて まった結果と解釈したい。
 
「名のり」を中心として考えた際、夕顔と同様の語りになっているのが浮舟物語で
















































































する言い訳として「時方は、京へものして、山寺に忍びてなむと、つきづきしからむさまに答へなどせよ」 （ 「浮舟」一二六頁）と都への使者とする き、二度目は、匂宮と浮舟の関係を知った薫が邸の警護を固めた後に「まず時方入り 、侍従にあひて、さるべきさまにたばかれ」 （ 「浮舟」一八九頁）と右近と交渉はできなかったが、別の侍女である侍従を連れ出しに成功 たとき、三度目は、浮舟の失踪後、 「身を投げまへるか」 （ 「蜻蛉」二〇一頁） 、 「ほかへ行き隠れんとにやあらむ」 （二〇三頁） 「にはかに亡せたまひにけれ」 （同頁） と様々な情報が錯綜する中、 「時方、 行き 気色見、たしかなること問ひ聞け」 （同頁）と情報の隠蔽や収集などに時方を使役する時である。浮舟に執心する匂宮の様子が「時方は」
「 「まず時方」 「時方、行きて」と語気を






























































































暴き出される。そのような薫の心内と深層心理を暴き立てるような語り手のことばに続いて薫の発言がある。随身に語る薫のことばには「道定」の名が繰り返される。匂宮の伺候者である「道定」 名を薫が口にすることは、道定 存在（情報や行動）が支配されていることに他ならない。加えて薫の随身も「式部少輔道定朝臣」 （一七三頁）と道定 名を口にしていることも注目すべき点である。
 
しかし、それ以前に薫をよそおい浮舟のもとへと闖入した匂宮は、薫の伺候者であ




































ばれてきた男性伺候者について考察を加えた。その際に、言霊信仰をもとに名の持つ古代的思想から作中人物に、 そし 語り手に名が語られることの意味につ て論じた。さらに、 テクストが生起する 「語り」 「読み」 〈読者〉 ということにも注意してみ が、まだまだ論じ切れていない部分も多い。
 
 

























られない表現であるものの、 女性伺候者全般を指す表現として意識的に用いたい。女房は、侍女のうち局を与えられた上層侍女のことを指す。女房については、加納重文「女房と女官」 『平安文学の環境―後宮・俗信・地理―』 （和泉書院、平成二十年）に従う。
 
（７）松岡智之「 『源氏物語』の「受領」をめぐって―物語作家紫式部 誕生」 『論叢
源氏物語２』新典社、平成十二年 拙稿「良清、惟光と大和の守―受領と夕霧の恋愛譚―」 『源氏物語〈読み〉の交響Ⅱ』新典社 平成二十六年。
 
（８）柳井滋「源氏の供人―主従関係の一面―」 『古代文学論叢』第十一輯、武蔵野
書院、平成元年。関根賢司「名＝記号のざわめき―家司・従者列伝」 『源氏物語宇治十帖の企て』 おうふう、 平成十七年。 竹内正彦 「野分吹く明石の町― 「野分」巻における明石君―」 『源氏物語発生史論―明石一族物語の地平―』新典社、平成十九年。中丸貴史「 『源氏物語』浮舟巻における情報 欲望構造 内宴と躍動する家司たち」 『源氏物語〈読み〉の交響』新典社、平成二十年。
 
（９）テリー・イーグルトン「現象学、解釈学、受容理論」 『文学とは何か―現代批














































17） 『源氏物語』の本文引用は、 「浮舟」は明融本（ 『東海大学蔵
 
桃園文庫影印叢













18） 「大夫の従者」 は、 麦生本のみ 「大夫のむすめ」 となっているが、 「心も知らぬ」




































27） 「源氏物語作中人物人物総覧」 『源氏物語評釈』 （別巻二、角川書店）で立項さ
れた人物名は一一六五名であるが、一名に複数の呼称がある場合も含む。実名は、惟光
49例、良清
11例、時方
11例、道定
3例、仲信
2例、平重経
1例。平
重経については、注８の関根賢司氏が論じている。
 
（
28） 宇治十帖の伺候者たちの暗躍ぶりについて、 注８の関根賢司氏では実体よりも
名に意味があることを指摘し「名のざわめき」と評している。
 
 
国文学科
 
講師（日本古典文学【中古文学】 ）
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